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令和元年度　一般会計補正予算

予算総額　53億6万円
7,110万2千円を追加

12月･定例会
　令和元年　第４回定例会は、12月９日から13日までの５日間開催され、議員提出の

決議１件、諮問１件、同意１件、議案11件を審議し、原案のとおり可決しました。

国庫・県費補助活用事業

事業名 概　　　要 事 業 費

集落サポー
トプロジェ
クト事業拠
点施設部品
購入

（定例会）

「全天候型移動販売拠点整備事業」による買い物支援を実施するため、
移動販売拠点（公民館等）にテント及び待合用イスを購入します。

【事業の目的】
　住み慣れた地域に住み続けることができるようにするため、日常生

活支援など、集落の維持・活性化に資する取組みを支援する。
【事業内容】
　今年度から実施している移動販売の拠点である公民館等に、雨天時

でも買い物支援が実施できるよう、テント及び待合用イスを購入する。
【補助事業、補助率】
　集落サポートプロジェクト事業（熊本県）
　補助率：10/10（上限500万円）

事業費
5,910千円

県補助
5,000千円

公共土木施
設災害復旧
工事

梅雨前線豪雨による被害に伴い、公共土木施設の災害復旧工事（2カ所）
を行う。
◦災害復旧事業債（公共土木施設）を活用予定 
　起債充当率（現年災：100％、過年災：90％）、交付税措置率（95％）
今回の復旧箇所は、塩井谷川２工区、栃原ねずみ戸線 

事業費
3,450千円

補助
1,804千円
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人事案件

　佐藤増夫教育長が、令和元年12月12日で任期を満了するため、

佐藤増夫教育長の再任に同意しました。

　任期は、令和４年12月12日までの３年間です。

　佐藤教育長は、平成23年７月７日から８年４カ月間、お勤めい

ただいております。

　人権擁護委員鶴林かず子氏（大字尾下）は、令和２年３月31日で任期を満了するので、後

任に野尻はるみ氏（大字津留）を適任であり、推薦することを可決しました。

高森町教育長の
任命に同意

人権擁護委員候補者の推薦

高森町教育長
佐藤　増夫 氏

水資源対策特別委員会の設置
　委員会は、人口減少や集落の過疎化により、水道事業の持続性に関して、様々な問題が発生じている。

　今後の水道事業の総体的な方向性を協議するため、水資源対策特別委員会を設置した。委員の定数は９

名とし、委員長に、牛嶋津世志議員、副委員長に、後藤巌議員を選出した。

町道の認定

　町道の路線認定について、

①森・年之神線　

②蔵地２号　

③蔵地３号

の３路線を、県道の改良に伴

い町道とした。

位 置 図（主要地方道熊本高森線）

阿蘇郡高森町大字高森146番地先

町道森・年之神線 L=823.2ｍ

阿蘇郡高森町大字高森799番3地先

高森湧水トンネル公園

森・年之神線位置図（旧熊本高森線） ▼
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説
［
総
務
課
長
］

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、令
和
２
年
４

月
１
日
に
施
工
さ
れ
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、本
条
例

を
制
定
す
る
。

　

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
処
遇
改
善
・
長
時

間
労
働
の
是
正
な
ど
、労
働
者
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。
地
方
自
治
体
へ

の
制
度
改
革
と
し
て
導
入
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
や
、

勤
務
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
来
年
４
月
以
降
は「
会
計
年
度
任

用
職
員
」と
し
て
、任
用
さ
れ
る
こ
と
で
処

遇
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
正
規

職
員
と
同
じ
勤
務
時
間
と
な
る
フ
ル
タ
イ

ム
職
員
、正
規
職
員
未
満
の
勤
務
時
間
と
な

る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
と
に
位
置
付
け
処

遇
と
し
て
、通
勤
手
当
、時
間
外
勤
務
手
当
、

休
日
勤
務
手
当
等
の
ほ
か
、６
カ
月
以
上
勤

務
の
場
合
に
は
、期
末
手
当
の
支
給
も
受
け

ら
れ
る
。

　

国
主
導
の
制
度
導
入
で
あ
り
財
源
等
の

不
透
明
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、国
・
県
の
情
報

を
得
な
が
ら
、来
年
度
か
ら
の
導
入
を
図
る
。

給
与
の
位
置
づ
け
や
、勤
務
時
間
等
の
処
遇

に
つ
い
て
は
、今
後
規
制
等
の
整
備
を
行
う
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

働
き
方
改
革
の
中
で
労
働
者
側
に

立
っ
た
改
革
で
あ
る
と
思
う
。
財
源
等
に
つ

い
て
は
不
透
明
だ
が
、雇
用
の
形
態
等
も
十

分
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の

よ
う
な
基
準
で
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
号
給
を
位
置
付
け
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
［
総
務
課
長
］

１
月
く
ら
い
に
地
方
財
政
計
画
が

国
か
ら
表
示
さ
れ
、ど
の
よ
う
な
財
源
と
な

る
か
示
さ
れ
る
と
思
う
。

　

位
置
付
け
だ
が
、規
則
等
で
位
置
付
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
的
に
は
一

斉
に
統
一
し
た
号
給
か
ら
と
考
え
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
課
題
が
あ
る
が
臨
時
・
非
常
勤
の

直
近
上
位
、処
遇
改
善
と
い
う
こ
と
も
考
え

減
ら
さ
な
い
と
い
う
位
置
づ
け
を
考
え
て

い
る
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

財
源
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答
［
財
政
係
長
］

非
常
勤
、臨
時
の
方
々
の
分
を
、仮

置
き
で
は
あ
る
が
52
名
分
の
試
算
を
し
て

い
る
。
簡
単
に
言
う
と
ボ
ー
ナ
ス
が
出
る
よ

う
に
な
る
制
度
だ
が
、令
和
２
年
度
は
満
額

出
な
い
の
で
一
般
財
源
は
４
１
０
万
円
ほ

ど
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。
令
和
３
年
度

は
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
行
く
と
約
９
０
０
万

円
の
増
加
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
の
時
点
で

の
試
算
で
、財
源
に
つ
い
て
は
高
市
総
務
大

臣
が
地
方
財
政
計
画
の
中
で
必
要
な
財
源

は
確
保
す
る
と
い
う
の
で
、普
通
交
付
税
で

の
措
置
を
想
定
し
て
い
る
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
が

何
名
ず
つ
い
る
の
か
。

　

別
表
第
５
条
関
係
で
１
級
・
２
級
の
違
い

に
つ
い
て
。

　

期
末
手
当
の
水
準
に
つ
い
て
、高
森
町
に

お
い
て
は
一
般
職
員
と
同
等
の
水
準
で
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
［
総
務
課
長
］

補
助
的
な
人
の
場
合
が
１
級
、
経

験
が
長
く
即
戦
力
の
方
を
２
級
と
考
え
て

い
る
。

　

期
末
手
当
は
今
の
と
こ
ろ
職
員
と
同
等

の
水
準
で
考
え
て
い
る
。

答
［
財
政
係
長
］

52
名
の
方
の
試
算
に
つ
い
て
報
告

し
た
が
、そ
の
中
で
行
く
と
３
名
を
フ
ル
タ

イ
ム
で
考
え
て
い
る
。
残
り
の
方
は
パ
ー
ト

タ
イ
ム
と
考
え
て
い
る
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

職
員
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
給
料

に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、社
会
人
枠
で
空
い
て

い
る
年
齢
層
を
補
充
し
た
ほ
う
が
良
い
の

で
は
、展
望
を
町
長
に
伺
う
。

答
［
町
長
］

会
計
年
度
任
用
職
員
の
質
問
が
出

た
の
で
、議
会
の
方
か
ら
も
県
、国
に
財
源

の
要
望
を
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

年
齢
の
ギ
ヤ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
８
年
前
か
ら
言
っ
て
い
た
。
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
が
始
ま
る
と
フ
ル
タ
イ
ム
や

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
員
を
雇
う
よ
り
、職
員

を
雇
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
首
長
や
自

治
体
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
年
齢
構

成
を
含
め
抜
本
的
に
考
え
て
い
か
な
い
と

成
り
立
っ
て
い
か
な
い
と
思
う
。

　

２
点
目
は
社
会
人
枠
で
来
ら
れ
た
際
に
、

評
価
制
度
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。（
人
事
評
価
制
度
）同
時
に
新
卒
の
職

員
に
つ
い
て
も
地
元
の
高
校
に
町
役
場
の

試
験
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、環
境

を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
役
場
の
職
員

を
目
指
す
と
す
る
な
ら
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
、

試
験
を
受
け
る
体
制
、勉
強
を
教
え
る
体
制

が
そ
ろ
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
教
育
委
員
会
の

進
め
る「
ふ
る
さ
と
学
」で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

高
森
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
61
号

令
和
元
年
12
月
定
例
会  

主
な
質
疑
応
答
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一般質問町政を問う

質･問

本
会
議
場
の
多
目
的

使
用
推
進
の
根
拠
と

し
て
、
本
庁
舎
内
に
お
け
る

本
会
議
場
の
占
有
割
合
と
使

用
日
数
を
伺
う
。

総務
課長

本
庁
舎
延
べ
床
面
積

の
約
10
％
で
、
昨
年

の
年
間
使
用
日
数
は
16
日
で

あ
る
。

質･問

議
員
定
数
減
に
よ
る

空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
机
・
い
す
等
の
備
品
を

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
移
動
さ
せ

れ
ば
、
災
害
時
等
の
対
策
本

部
や
視
察
団
受
け
入
れ
時
の

会
議
・
町
民
が
使
用
で
き
る

文
化
ホ
ー
ル
な
ど
多
目
的
な

使
用
が
可
能
と
な
ら
な
い
か
。

総務
課長

災
害
時
等
の
対
策
本

部
は
モ
ニ
タ
ー
等
機

器
が
１
階
総
務
課
付
近
に
設

置
し
て
あ
り
、
移
動
は
厳
し

い
。
近
隣
市
町
村
で
は
多
目

的
使
用
の
実
態
は
あ
る
が
、

本
町
に
お
い
て
は
議
会
運
営

や
費
用
の
面
な
ど
様
々
な
課

題
が
あ
る
。

質･問

議
員
・
執
行
部
そ
れ

ぞ
れ
効
果
的
に
審
議

で
き
る
よ
う
、
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
置
・

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
活
用
な
ど

議
場
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

町･長

実
現
に
向
け
課
題
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

議
会
主
導
で
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
構
想

を
伴
う
委
員
会
」
等
を
設
置

し
、
そ
の
中
で
協
議
し
た
こ

と
を
執
行
部
が
施
策
に
位
置

付
け
る
よ
う
な
仕
組
み
、
い

わ
ゆ
る
議
会
全
員
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
頂
く

と
実
現
し
う
る
と
思
う
。

■
そ
の
他
の
質
問

＊
熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
と
の

連
携
に
つ
い
て

質･問

全
国
的
な
調
査
で
約

４
割
の
学
校
に
口
腔

崩
壊
の
子
ど
も
が
い
る
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
口
腔
崩
壊
と
は
、

虫
歯
が
10
本
以
上
あ
る
状
態
、

又
は
歯
の
根
っ
こ
し
か
残
っ
て

い
な
い
未
処
置
の
歯
が
何
本
も

あ
る
状
態
を
い
う
。
高
森
町
の

歯
科
指
導
の
現
状
と
子
ど
も
た

ち
の
歯
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

伺
う
。

教育委員会
事務局長

１
歳
６
カ
月
検
診
ま
で

は
虫
歯
は
な
い
が
、
３

歳
児
以
降
か
ら
虫
歯

保
有
率
が
増
え
約
４
割
以
上
が

虫
歯
に
な
る
。
各
園
で
食
後
の

歯
磨
き
、
虫
歯
予
防
デ
イ
等
々

に
お
い
て
歯
磨
き
を
習
慣
づ
け

て
お
り
、
保
護
者
に
も
啓
発
し

て
い
る
。
３
歳
児
以
降
に
は
保

護
者
同
意
の
上
で
フ
ッ
化
物
洗

口
と
年
２
回
の
歯
科
検
診
を
実

施
し
て
い
る
。
小
学
校
で
は
、
虫

歯
保
有
者
の
約
３
割
が
歯
周
疾

患
を
抱
え
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
予
防
指
導
と
家
庭
と
の
連
携

が
重
要
。
中
学
生
に
な
る
と
歯

磨
き
習
慣
の
定
着
に
よ
り
ほ
と

ん
ど
、
虫
歯
な
し
、
も
し
く
は

治
療
済
だ
が
、
約
１
割
の
生
徒

が
未
処
理
で
よ
り
高
度
な
口
腔

衛
生
の
予
防
意
識
と
指
導
を
行

っ
て
い
る
。

質･問

口
腔
崩
壊
は
、
親
の
無

理
解
・
無
関
心
か
ら
な

る
※

デ
ン
タ
ル
ネ
グ
レ
ス
ト
・
育

児
放
棄
が
原
因
で
、
子
ど
も
に

対
す
る
虐
待
で
も
あ
る
。
歯
科

指
導
・
歯
科
検
診
の
場
で
虐
待

の
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。教育委員会

事務局長

児
童
福
祉
法
第
５
条
に

よ
り
早
期
発
見
・
通
告

義
務
が
あ
る
。
学
校
と

家
庭
と
の
連
携
・
情
報
共
有
が

不
可
欠
で
普
段
か
ら
虐
待
の
サ

イ
ン
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
口
腔
崩

壊
児
童
に
つ
い
て
は
デ
ン
タ
ル

ネ
グ
レ
ス
ト
に
は
該
当
し
な
い
が
、

口
腔
衛
生
上
・
生
活
習
慣
上
好

ま
し
く
な
い
た
め
、
積
極
的
な

受
診
奨
励
に
努
め
て
い
る
。

※
デ
ン
タ
ル
ネ
グ
レ
ス
ト

歯
の
治
療
を
無
視
す
る
・

な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と

４
人
の
熱
弁

効果的な審議のためＩＣＴを活用しては

予防意識と指導教育委員会事務局長

子どもの歯の健康状態は

口腔崩壊

牛
嶋･
津
世
志･

議
員

津
留･

智
幸･

議
員

本会議場の多目的使用とＩＣＴの活用

議会主導で取り組んでほしい町　長
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一般質問町政を問う

質･問

町
長
か
ら
見
た
本
田

副
町
長
の
評
価
お
よ

び
仕
事
ぶ
り
は
。

町･長

ま
ず
、
最
初
に
本
田

副
町
長
の
人
事
提
案

の
際
、
満
場
一
致
で
議
会
に

賛
同
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
良

か
っ
た
な
と
い
う
の
が
今
の

感
想
で
あ
る
。

　

本
田
副
町
長
は
、
お
そ
ら

く
県
政
の
歴
史
上
で
初
め
て

現
役
女
性
の
副
町
長
と
し
て

就
任
し
、
今
後
は
阿
蘇
郡
市

の
み
な
ら
ず
、
熊
本
県
下
で

現
役
を
求
め
ら
れ
て
い
る
自

治
体
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
く

ら
い
他
か
ら
の
評
価
も
高
い

本
田
副
町
長
で
あ
る
。

　

私
か
ら
見
た
本
田
副
町
長

に
関
し
て
は
、
１
番
は
人
柄
、

２
番
は
断
然
違
う
ス
ピ
ー
ド
、

３
番
目
は
文
書
能
力
で
、
速

記
能
力
や
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
、

文
書
の
構
成
能
力
は
、、
今

ま
で
国
や
県
の
人
事
交
流
を

行
っ
た
職
員
の
中
で
、
私
が

知
る
限
り
ダ
ン
ト
ツ
で
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
。

　

県
に
戻
ら
れ
て
も
、
今
後

も
高
森
町
に
対
し
て
ご
指
導

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
が
、
本
田
副
町
長
と
高

森
町
と
の
繋
が
り
は
、
職
員

が
こ
れ
ま
で
ど
う
接
し
て
き

た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
考
え
る
。
本
田
副
町

長
は
職
員
と
の
本
質
の
捉
え

方
が
違
っ
て
お
り
、
住
民
の

福
祉
の
向
上
や
県
で
い
う
と

こ
ろ
の
県
民
の
幸
福
量
の
増

加
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
新

し
い
仕
組
み
を
入
れ
た
こ
と

に
対
し
、
職
員
が
ど
う
評
価

し
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
番

難
し
い
と
こ
ろ
を
現
在
ま
で

や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
も
、
本
田
副
町
長
が
新

し
く
作
っ
た
仕
組
み
を
間
違

い
な
く
や
っ
て
い
き
、
加
速

さ
せ
た
い
と
考
え
る
。

質･問

情
報
通
信
基
盤
の
現

状
、
現
在
の
負
担
割

合
と
財
源
ス
キ
ー
ム
を
尋
ね

る
。政策推

進課長

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
設

置
に
よ
り
住
民
の

方
々
に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｃ
に
よ

る
行
政
情
報
や
地
域
情
報
の

発
信
と
共
有
、
教
育
現
場
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
い
っ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
使
用
料

は
約
６
，６
６
７
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
内
訳
は
国
の
過
疎

債
ソ
フ
ト
分
に
よ
る
補
助
が

約
４
，
０
０
０
万
円
、
町
の
実

質
的
な
負
担
が
現
在
約
２
，

６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
一
式
は
㈱
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
所
有
し
て
お
り
機
器

の
維
持
管
理
、
故
障
修
繕
、

自
然
災
害
の
対
応
は
同
社
の

責
任
で
行
う
た
め
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
関
す
る
費
用
は
一
切

生
じ
な
い
。

質･問

今
後
の
住
民
へ
の
費

用
負
担
、
T
P
C
の

あ
り
方
を
尋
ね
る
。

町･長

住
民
参
加
型
の
情
報

通
信
施
設
利
用
あ
り

方
検
討
委
員
会
を
継
続
し
そ

の
中
で
有
料
化
や
無
料
継
続

の
議
論
が
出
て
く
る
か
と
思

う
。
過
疎
法
な
ど
の
見
直
し

に
よ
り
財
源
が
確
保
で
き
な

い
事
態
が
生
じ
た
際
に
は
委

員
会
に
お
い
て
協
議
を
す
る
。

施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に

過
疎
債
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て

い
る
自
治
体
は
殆
ど
な
い
。

現
状
の
財
源
負
担
で
あ
れ
ば

十
分
効
果
が
あ
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｃ
は
ハ
ー
ド
事

業
で
は
な
く
ソ
フ
ト
事
業
と

捉
え
て
い
る
。
契
約
率
が
97

％
を
超
え
て
お
り
テ
レ
ビ
に

て
受
信
、情
報
を
享
受
で
き
る
。

広
軌
な
意
味
で
は
福
祉
事
業

と
も
言
え
る
。
T
P
C
は
公

務
員
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
双
方
向
化
の
仕

組
み
づ
く
り
も
可
能
で
あ
る

が
設
備
に
約
７
，０
０
０
万
円
、

ソ
フ
ト
開
発
に
別
費
用
が
か

か
る
。
導
入
に
つ
い
て
は
職
員

に
お
い
て
理
解
が
進
め
ば
す

ぐ
に
で
も
取
り
入
れ
た
い
。

４
人
の
熱
弁町長から見た本田副町長の評価

現状とＴＰＣの運用状況は

国・県との人事交流

情報通信基盤の利活用

情報通信施設利用のあり方検討委員会を継続する町　長

後
藤･

巌･

議
員

立
山･

広
滋･

議
員

１番は人柄、２番目はスピード、３番目は文書能力町　長
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
高
森
町
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」「
高
森
町

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」「
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般

会
計
補
正
予
算
」に
つ
い
て
は
、
担
当
者

か
ら
詳
細
に
説
明
を
受
け
審
議
し
た
結

果
、可
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

【
主
な
質
問
事
項
】

◎
高
森
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
関
係

質

会
計
年
度
任
用
職
員
の
詳
細
に
つ

い
て
伺
う
。

答

臨
時
、非
常
勤
職
員
か
ら
会
計
年
度

職
員
に
代
わ
る
と
さ
れ
る
人
数
は
、
現

在
52
名
。こ
の
他
に
保
育
士
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。

質

会
計
年
度
任
用
職
員
を
多
人
数
雇

用
す
る
よ
り
正
規
職
員
の
採
用
の
考
え

は
。

答

行
政
業
務
に
は
短
期
雇
用
で
処
理

で
き
る
業
務
等
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

業
務
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
で
の
対
応
と
な
る
。

質

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、そ
の
職
種

ご
と
に
そ
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の

度
に
基
づ
き
、１
級
、２
級
の
職
務
給
に

分
類
さ
れ
る
が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答

基
本
的
に
は
１
級
格
付
け
と
な
る

が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

質

会
計
年
度
任
用
職
員
の
服
務
規
律

に
つ
い
て
伺
う
。

答

服
務
規
律
に
つ
い
て
は
、一
般
職
員

と
同
じ
。違
う
の
は
、
副
業
の
禁
止
規
定

は
パ
ー
ト
職
員
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
高
森
町
災

害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」「
令
和
元
年
度
高
森
町
一

般
会
計
補
正
予
算
」「
令
和
元
年
度
高

森
町
国
民
健
康
保
険
補
正
予
算
」「
令
和

元
年
度
高
森
町
介
護
保
険
補
正
予
算
」

を
審
議
し
、
可
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

【
主
な
質
問
事
項
】

◎
高
森
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
関
係

　
　

償
還
要
件
の
一
部
改
正
で
あ
り
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

◎
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
関
係

　
　

建
設
課
関
連
で
災
害
復
旧
工
事
の

内
容
と
工
期
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

「
地
域
の
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

な
い
工
事
を
す
る
様
に
。」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
　

ま
た
健
康
推
進
課
関
連
で
全
天
候

型
移
動
販
売
拠
点
施
設
整
備
事
業
に

お
い
て
買
い
物
支
援
事
業
と
介
護
予

防
拠
点
事
業
を
う
ま
く
リ
ン
ク
し
て

よ
り
良
い
結
果
が
出
る
よ
う
要
望
が

出
さ
れ
た
。

常任委員会報告

総

務

文

教

産

業

厚

生

▼

公
民
館
等
で
開
催
さ
れ
て
い
る
買
い

物
支
援
事
業
の
様
子



8 2020.2高森町議会だより

　令和元年12月12日全員協議会を開催し、政策推進

課関連の協議を行った。

１、 南阿蘇鉄道の現状について

（１） 南阿蘇鉄道全線再開までのスケジュール等

①令和４年度災害復旧工事完了予定。

②復旧工事完了後、安全確認・試運転等を重ね、令和５年夏頃全線再開見込み。

（２） 上下分離方式による支援スキーム

①災害復旧事業完了後を目途に、県、南阿蘇村、高森町が設立する新法人で鉄道用地及び鉄道

施設を保有し、南阿蘇鉄道(株)に無償貸与

②復旧後の設備投資 ＝ 県・南阿蘇村・高森町で負担

　維 持 管 理 費 ＝ 南阿蘇村・高森町で負担

③車 両 ＝ 南阿蘇鉄道(株)が保有し、運行及び維持管理を実施

２、南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発事業の中間報告について

実施設計業務を請け負っている株式会社ヌーブ社から次のとおり報告があった。

（１） グランドデザイン策定業務の目標

①高森ならではの景観の保存と創造

②運行業務を機能的かつ快適に行える駅舎の実現

③快適な居場所となる交流施設（ラウンジ）の実現

④交通利便性を備え、的確な情報を提供する観光拠点の実現

⑤安全かつ情報が集約された防災拠点の実現

（２） 実施設計を、南阿蘇鉄道へのヒアリング、熊本県の木造アドバイス、詳細な現地測量調査をも

とに、令和２年８月を目途に完成する。

 工事費（建築・外構・設備）を概算で、６億300万円とする。

全 員 協 議 会
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一 般 会 計 補 正 予 算

【令和元年11月20日開会】

1億1,297万6千円を追加

令和元年　第４回　高森町議会臨時会

事業名 概　　　要 事 業 費

介護基盤緊
急整備特別
対策事業

（臨時会）

熊本県の補助事業を活用し、「介護予防拠点」として公民館トイレの
バリアフリー化等を実施する。

【事業の目的】
　今後急増する高齢者の単身世帯や夫婦のみの世帯、認知症高齢者等

が、可能な限り住み見慣れた地域で日常生活を送ることができるよ
う地域の実情に応じた介護サービス提供体制の整備を促進する。

【介護予防拠点の条件】
　◦最低、週１回の介護予防に係る活動を継続して実施すること。

事業費
112,976千円
県補助
112,976千円

国庫・県費補助活用事業
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令和元年 第１回 高森町議会報告会
　９月議会定例会が終わり高森町議会議員全員出席の元、議会報告会を開催致しました。

　日程・会場は10月15日　高森町観光交流センター

　　　　　　　10月17日　上色見総合センター

　　　　　　　10月21日　高森自然学校

　　　　　　　10月24日　尾下体育館

　の計４カ所で実施しました。

　報告会は地元議員の司会にて議長挨拶、出席議員の自己紹介を行い、総務文教常任委員長、産

業厚生常任委員長から５月臨時会、６月定例会の議案資料を元に説明を行いました。

　その後、参加者から説明に対する質疑や要望等を聞き、意見交換を行いました。

　質問総数は45問を数え地域それぞれに抱えている問題を知ることができました。

重複した要望・質問としては以下の３つがあげられます。

①高森温泉館については、４度の公売など取り組み、建物の現状を説明

②町道・県道については、産業厚生常任委員会・担当課と現地調査に赴くこと

③道の駅については、検討委員会の設置予定である説明をしております。

議会も機動力を持って住民の皆様が抱える喫緊の問題に対処をしていきます。

これからも議会広報誌だけでなく広く現地活動もしてまいります。

次回の議会報告会の際は更に多くのご意見を賜りたいと思います。住民の皆さまのご理解ご協力

を宜しくお願い申し上げます。

高森自然学校

産業厚生常任委員会・担当課による現地調査実施

尾下体育館
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　私達夫婦が熊本市内から高森に移住してきたのは、平成17年11月でした。

　秋たけなわの頃、紅葉で彩られた山また山の向かいにどっしりとした山容

を見せて、根子岳が高くそびえて頼もしく見えたのを覚えています。熊本市

内と比べて朝夕は寒く、買い物以外はあまり外に出ず近所付き合いも少なく

て、寂しい正月を迎えようとしていた時、隣組の組長さんから夫婦で別所池

の畔に来るように言われて行ってみると、隣保組の人たちが集まり新年の集

会が始まる処でした。前年度の会計報告や隣組組長の引き継ぎに続いて、御

神酒とつまみの煮干しで乾杯しました。こう云う新年を迎えた事は初めてだ

ったので感激しました。この後、どんどやと４月に羅漢さんの祭りが続き、

いずれも参加と云うより見学者でした。どんどやの方は組内の人達がそれぞれ集まり、腰にナタを差

した男の人達が山に入り竹を切り出してその竹を他の人や女性達が引っ張り出し、山の下で待機して

いた別の人達が手際よく３メートル以上のやぐらに組んで、まるで綿密な打ち合わせをしたようにテ

キパキと仕事を進める様は感動的でした。羅漢さん祭りの時も時間になると各自登り始めて頂上の拝

殿に着くなり、掃除をする人、お線香を上げる人、御神酒をお供えする人等別に誰も指示していない

のに、物事が進んでいくのにはビックリしました。勿論どんどやの時も、羅漢さんの時も組内の殆ど

の人達がお酒や色々な食べ物を持ち寄って祝う様子を見ていると、別所組の皆さんが季節毎の行事を

大切にされている事をヒシヒシ感じました。しかし私達が来て約15年の間に少しずつ様変わりしつつ

あるのを感じます。いわゆる高齢化が進み例えば、どんどやの準備も人数が足りず時間がかかり、羅

漢さん祭りも参拝登山に参加する人が少なくなりました。

　このままでは、この様な行事は無くなるのではないかと心配です。別所組の人達、高森の人達の心

のよりどころが無くなるのではと思います。これは高森町全体の問題として考えるべきことではない

でしょうか。

　華やかな服飾の世界で長年生きてきた私が父の死により故郷で母と共に生

きる為帰郷したのは16年前の真夏のことでした。故郷はそれはそれはすば

らしい二重三重の虹で私を迎えてくれました…が母は骨折で手術をしたけれ

ど歩行が困難になりいきなりの介護生活。でもそれは私が経験しそびれ人生

において足りなかったことをたくさん学ばせてくれた貴重な５年間の濃密な

日々でした。最期に“ありがとう”の言葉を残して母は旅立ちました。思え

ばどんな時でも無理をせずナチュラルでいられることの大切さ、これが母が

残してくれた一番の教えだったような気がします。その大きな学びを糧に、

人とのかかわり方、育まれる絆、私の特技を生かすべく手を差し伸べてくだ

さっている方々等全てのことに感謝し乍らその後の日々を生きています。お裁縫を習いに来てくれる

可愛いお弟子さんもいます。母亡き後少しずつですが社会活動にも参加させてもらい“どうせやるな

ら楽しく出来ることを精いっぱいやろう”精神で活動に加わっています。ただ幼いころの思い出の中

にある豊かだった野の花々に出会えなくなったことには一抹の淋しさもありますが、だからこそ少し

でも人の心に花を届けられるように自分磨きを続けていきたい。これが私のこれからの目標です。そ

して何もない所ではなく沢山の何かがあるはずのこの高森町を好きでいられる様にと自戒を込めて願

い乍ら、祈り乍ら筆を置きます。

町民の声

前村　勇さん
（高森・森）

田上ひろみさん
（尾下・下山）
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産
業
厚
生
副
委
員
長　

後
藤
　
巌

　

令
和
元
年
11
月
30
日
、
12
月
１
日
三
重
県
津
市
で
第

71
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
森
町
か
ら
行
政
、
教
育
、
支
部
の
各
関
係
者
16
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
主
催
は
全
国
人
権
教
育
研
究
協
議
会
と
第
71

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
三
重
県
実
行
委
員

会
が
行
い
、
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
人
権
文
化
を
確
か
な

も
の
に
」
〜
29
市
町
の
組
織
力
と
取
組
を
さ
ら
に
深
め

て
〜
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
約
１
万
１
千
人
が
参
加
、
開
会
全
体

会
が
行
わ
れ
桒く

わ
は
ら原
代
表
理
事
よ
り
「
差
別
の
現
実
か
ら

深
く
学
び
、
生
活
を
高
め
、
未
来
を
保
証
す
る
教
育
を

確
立
し
よ
う
」
と
力
強
い
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
元
特
別
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
報
告
は
「
人
権
文
化
を
確
か
な
も
の
に　

一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
」
を
テ
ー
マ
に
６
名
が
登
壇
し
、

人
権
教
育
で
育
っ
た
学
習
者
、
保
護
者
、
行
政
職
員
、

教
師
で
あ
り
母
で
も
あ
る
立
場
の
皆
さ
ま
よ
り
発
信
が

あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
あ
の
頃
の
私
、
そ
し
て
今
の
私
、
人
権
に

対
す
る
意
識
の
変
化
、
参
加
者
へ
現
状
の
当
事
者
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
訴
え
か
け
が
あ
り
ま

し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
は
教
師
で
も
あ
り
母
で
も
あ
る
方

の
発
表
で
教
育
者
と
し
て
人
権
文
化
に
満
ち
た
展
望
を

描
け
る
教
育
を
し
て
い
く
と
と
も
に
そ
の
様
な
未
来
に

す
る
為
の
子
育
て
を
両
立
し
て
い
く
と
涙
な
が
ら
に
訴

え
て
い
る
姿
を
み
て
心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
人
権
・

同
和
教
育
が
揺
る
ぐ
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
を
確
信
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
第
１
か
ら
第
４
の
分
科
会
、
21
の
分
散
会

場
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
参
加
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
が
感
じ
、
思
っ
た
こ
と
は
誰
も
が
後
悔
は

し
て
い
る
事
が
多
い
こ
と
。
た
だ
後
悔
を
内
面
に
閉
じ

込
め
ず
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
学
び
、

学
ぶ
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
重
要
で
あ
る
。

　

告
白
や
相
談
を
す
る
こ
と
で
人
と
人
が
繋
が
り
理
解

が
生
ま
れ
、
お
互
い
が
尊
重
し
あ
え
る
社
会
が
築
か
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
研
究
大
会
に

参
加
し
て
こ
こ
か
ら

新
た
な
人
権
に
対
す

る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

が
引
か
れ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　
「
み
な
さ
ん
は
差

別
を
残
す
当
事
者
で

す
か
」「
そ
れ
と
も

差
別
を
な
く
す
当
事

者
で
す
か
」

　

こ
の
訴
え
か
け
が

心
に
深
く
刻
み
込
ま

れ
た
全
国
人
権
・
同

和
教
育
研
究
大
会
で

し
た
。

第71回 全国人権・同和教育研究大会に参加して

　先般、成人式に参加させ
て頂き新成人の活気溢れる

姿を拝見し、若き日の自分自身を思い出しました。
当時はバブル絶頂期。「何も怖いものはない！」
若さも手伝って、『イケ・イケ！ノリ・ノリ！』
仕事にプライベートに躍動していました。
　あれから30有余年、酸いも甘いも経験して気が
付けば５人の爺ちゃんに。
　若者よ、失敗を恐れるな！やらなくて後悔する
より、失敗してからの経験が『人生の肥（こえ）』
になりますよ。 津留　智幸

議会広報特別委員会
編 集 後 記 後藤　三治

牛嶋津世志

後藤　清治

津留　智幸

後藤　　巌

議 　 長

委 員 長

副委員長

委 　 員

〃 　

（発行責任者）


